
(57)【要約】

　

【課題】　端子の板厚を厚くし、抵抗値の低い銅系素材

を使用した場合においても、同一外形寸法内で大容量化

を可能にした固体電解コンデンサを提供すること、また

低背化された固体電解コンデンサを提供すること。

【解決手段】　コンデンサ素子が外装樹脂３により被覆

され、そのコンデンサ素子に接続された板状の陽極端子

１および陰極端子２が外装樹脂３の内側から引き出され

て外装樹脂３の端面に沿って折り曲げられると共に外装

樹脂３の底面の側に折り曲げられた固体電解コンデンサ

であり、外装樹脂３の底面の中央部には段差状の平坦な

凸部としてのスタンドオフ部９が設けられ、その底面で

の端面に接する近傍には段差状の切り欠き部としての外

装逃がし部４が設けられると共に外装樹脂３の端面と外

装逃がし部４との境界にはＲ面ではなく角が形成されて

いる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン デ ン サ 素 子 が 外 装 樹 脂 に よ り 被 覆 さ れ 、 前 記 コ ン デ ン サ 素 子 に 接 続 さ れ た 板 状 の 陽
極 端 子 お よ び 陰 極 端 子 が 前 記 外 装 樹 脂 の 内 側 か ら 引 き 出 さ れ て 前 記 外 装 樹 脂 の 端 面 に 沿 っ
て 折 り 曲 げ ら れ る と 共 に 前 記 外 装 樹 脂 の 底 面 の 側 に 折 り 曲 げ ら れ て な る 固 体 電 解 コ ン デ ン
サ に お い て 、 前 記 底 面 の 中 央 部 に は 段 差 状 の 平 坦 な 凸 部 が 設 け ら れ 、 前 記 底 面 で の 前 記 端
面 に 接 す る 近 傍 に は 段 差 状 の 切 り 欠 き 部 が 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記 端 面 と 前 記 切 り 欠 き 部
の 境 界 に は Ｒ 面 で は な く 角 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 電 子 機 器 の 小 型 化 に 伴 い 、 こ れ ら 機 器 に 使 用 さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て
は 大 容 量 で 省 ス ペ ー ス 、 特 に 全 高 が 低 い （ 低 背 化 ） コ ン デ ン サ が 強 く 要 求 さ れ て お り 、 ま
た 別 要 求 と し て Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 の 低 減 も 要 求 さ れ て い る 。 Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 の 低 減 に お い て は 、 引 き
出 し リ ー ド 端 子 を 厚 く し 、 ま た 材 料 に お い て は 銅 系 素 材 を 使 用 す る こ と 等 に よ り 問 題 解 決
を は か っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ は 従 来 例 の 外 観 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 正 面 図 、 図 ４ （
ｃ ） は 底 面 図 、 図 ４ （ ｄ ） は 左 側 面 図 、 図 ４ （ ｅ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 図 ５ は そ の 従 来 例
の 内 部 透 視 図 、 図 ６ は そ の 端 子 曲 げ 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 外 観 は 図 ４ の よ う で あ り 、 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端 子 ２ が 端
面 か ら 底 面 側 に 引 き 出 さ れ 、 上 面 に は 陽 極 表 示 ス ト ラ イ プ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、
こ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 、 図 ５ の よ う に 、 コ ン デ ン サ 素 子 ５ を 有 し て お り 、 コ ン デ ン サ
素 子 ５ の 外 表 面 に は 陰 極 層 が 形 成 さ れ て い る 。 そ の コ ン デ ン サ 素 子 ５ の 一 方 の 端 部 か ら 陽
極 リ ー ド 線 ６ が 、 外 方 へ 引 き 出 さ れ 、 陽 極 リ ー ド 線 ６ の 先 端 は 溶 接 な ど の 機 械 的 接 続 に よ
っ て 陽 極 端 子 １ が 接 続 さ れ て い る 。 コ ン デ ン サ 素 子 ５ の 外 表 面 の 陰 極 層 に は 導 電 接 着 剤 ８
を 介 し て 板 状 の 陰 極 端 子 ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う に 接 続 が 行 わ れ た 後 、 外 装 樹 脂 ３
が 成 型 金 型 等 に よ り 成 型 さ れ る 。 外 装 樹 脂 ３ に よ り 成 型 さ れ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の リ ー
ド 成 形 工 程 に お い て は 、 外 装 樹 脂 ３ よ り 引 き 出 さ れ た 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端 子 ２ は 金 型
等 に よ り 切 断 ・ 成 形 を 実 施 し 、 所 定 の 形 状 に 成 形 す る 。 成 形 時 、 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端
子 ２ は 外 装 樹 脂 ３ の 外 面 を 基 準 と し 、 外 装 樹 脂 ３ に 沿 う よ う に し て 曲 げ 成 形 さ れ る 。 成 形
時 は 、 複 数 回 に 分 離 さ れ た 曲 げ 金 型 を 使 用 し 、 順 次 曲 げ 箇 所 別 に 成 形 を 実 施 す る 。 そ の と
き 、 図 ６ に 部 分 拡 大 図 で 示 し た よ う な 端 子 形 成 Ｒ 部 ７ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 同 図 に お い て
、 ９ は ス タ ン ド オ フ 部 と 呼 ば れ 、 外 装 樹 脂 ３ の 底 面 の 中 央 部 に 設 け ら れ た 凸 部 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う な 基 本 形 態 に 対 し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 外 装 樹 脂 底 面 部 の ス タ ン ド オ フ 部 の 形
状 を 非 対 称 に 形 成 し て 極 性 の 認 識 を 容 易 に し た 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２
に は 、 外 装 樹 脂 の 底 面 側 に ス タ ン ド オ フ 部 か ら 立 ち 上 が っ た テ ー パ ー 状 の 切 り 欠 き 部 を 設
け 、 コ ン デ ン サ の 体 積 効 率 を 向 上 さ せ る と 共 に 基 板 実 装 時 の 固 着 強 度 を 向 上 さ せ た 技 術 が
開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ９ １ ０ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ９ ９ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 近 年 必 要 と さ れ る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ 必 要 特 性 の 一 つ と し て 、 高 周 波 領 域 で の Ｅ Ｓ Ｒ 値
の 低 減 が あ る 。 構 造 上 の 対 策 と し て 、 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端 子 ２ の 材 料 板 を 厚 く し た り
、 抵 抗 値 の 低 い 銅 系 素 材 を 使 用 し た り す る 。 ま た 、 他 の 必 要 特 性 と し て 固 体 電 解 コ ン デ ン
サ に お け る 同 一 外 形 寸 法 内 で の 大 容 量 化 が あ る 。 構 造 上 の 対 策 と し て は 、 （ １ ） 全 体 の 外
形 寸 法 に 対 す る 外 装 樹 脂 ３ で 成 型 さ れ た 体 積 の 割 合 を 大 き く と り 、 か つ 、 （ ２ ） 外 装 樹 脂
３ の 成 型 さ れ た 体 積 に 対 す る 内 部 コ ン デ ン サ 素 子 ５ の 割 合 を 大 き く と る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 （ １ ） 外 形 寸 法 に 対 す る 外 装 樹 脂 ３ で 成 型 さ れ た 体 積 の 割 合 を 大 き く と る 場 合
、 外 装 樹 脂 ３ と 成 形 さ れ た 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端 子 ２ と の ク リ ア ラ ン ス は 極 力 少 な く 設
計 す る 。 こ の と き の 外 装 樹 脂 ３ の 成 型 後 に お け る 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端 子 ２ の 成 形 に つ
い て 説 明 す る 。 上 記 の 前 者 必 要 特 性 （ す な わ ち 高 周 波 領 域 で の Ｅ Ｓ Ｒ 値 の 低 減 ） を 考 慮 し
た 構 造 に お い て は 、 材 料 板 を 厚 く 、 か つ 銅 系 素 材 を 使 用 す る 。 こ れ ら を 使 用 し 陽 極 端 子 １
お よ び 陰 極 端 子 ２ を 成 形 し た 場 合 、 成 形 曲 げ 部 に お い て は 従 来 材 料 と 比 較 し 端 子 成 形 Ｒ 部
７ （ 図 ６ 参 照 ） の 外 側 に お い て 亀 裂 が 発 生 し や す い 。 こ れ は 材 料 板 が 厚 く な り 延 性 の 低 い
材 料 を 選 定 し た た め に 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ 内 側 の 延 び に 対 し 外 側 の 延 び が 追 随 で き な く な っ た
か ら で あ る 。 こ の 亀 裂 が 発 生 す る と 端 子 強 度 が 不 足 す る こ と と な り 、 端 子 素 材 の 折 れ に 進
行 す る 。 こ の よ う な 問 題 点 を も っ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て は 、 陽 極 端 子 １ お よ び 陰
極 端 子 ２ の 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ の 寸 法 を 設 計 上 、 大 き く と る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 、 端 子 成
形 Ｒ 部 ７ を 大 き く と っ た 場 合 、 外 装 樹 脂 成 形 部 の エ ッ ジ 部 に 干 渉 し て し ま う 。 解 決 策 と し
て は 陽 極 端 子 １ ま た は 陰 極 端 子 ２ と 外 装 樹 脂 ３ と の 成 形 に お け る ク リ ア ラ ン ス を 、 側 面 部
あ る い は 底 面 部 間 に 広 く 設 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 製 品 の 外 形 寸 法 の 規 格 は 決 ま っ て お り 、 こ の 解 決 策 を 実 行 し た 場 合 は 製
品 高 さ 方 向 あ る い は 長 さ 方 向 に 規 格 を 満 足 さ せ る た め に 外 装 樹 脂 ３ の 寸 法 を 当 初 設 計 よ り
小 さ く し な け れ ば な ら な い 。 こ の 変 更 は 、 外 形 寸 法 に 対 す る 外 装 樹 脂 ３ で 成 型 さ れ た 体 積
の 割 合 を 減 ら す こ と に な り 、 外 装 樹 脂 ３ の 寸 法 を 小 さ く し た こ と に よ り 内 部 コ ン デ ン サ 素
子 ５ を 小 さ く す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 前 記 後 者 の 必 要 特 性 と し て い た 同 一 外 形 寸 法 内
で の 大 容 量 化 と 相 反 す る 設 計 と な っ て し ま う 。 ま た 製 品 の 高 さ 寸 法 と 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ の 寸
法 に よ っ て は 全 高 が 低 い （ 低 背 化 ） 固 体 電 解 コ ン デ ン サ は 製 作 で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 上 記 の よ う な 問 題 点 に 対 し 別 の 対 策 と し て 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ に 近 接 す る 外 装 樹 脂 ３ の
エ ッ ジ 部 を 逃 が す 方 法 が あ る 。 外 装 樹 脂 ３ の 内 部 に あ る コ ン デ ン サ 素 子 ５ の 大 き さ に 影 響
が 出 な い 程 度 に 外 装 樹 脂 ３ の エ ッ ジ 部 に 面 取 り や Ｒ 加 工 を 実 施 す る 。 こ の 場 合 に お い て は
コ ン デ ン サ 素 子 ５ に 影 響 が 出 な い た め 、 上 記 問 題 点 で あ っ た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 容 量 特
性 に は 影 響 は 出 な い 。 し か し 、 こ の 外 装 樹 脂 ３ の エ ッ ジ 部 は 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る
端 子 成 形 工 程 に お い て 陽 極 端 子 １ ま た は 陰 極 端 子 ２ に お け る 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ の 位 置 基 準 と
な る 。 し た が っ て 、 外 装 樹 脂 ３ の エ ッ ジ 部 を 面 取 り や Ｒ 加 工 に 変 更 す る こ と は 端 子 成 形 Ｒ
部 ７ の 位 置 の ば ら つ き に つ な が り 、 ひ い て は 製 品 高 さ 寸 法 の ば ら つ き に つ な が る 。 こ れ に
よ り 、 ば ら つ き を 考 慮 し た 設 計 が 必 要 に な り 、 前 記 対 策 と 同 様 、 外 形 寸 法 に 対 す る 外 装 樹
脂 ３ で 成 型 さ れ た 体 積 の 割 合 を 減 ら す こ と に な り 、 同 様 の 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 向 上 の た め 端 子 材 料 を 厚
く し 、 抵 抗 値 の 低 い 銅 系 素 材 を 使 用 し た 場 合 に お い て も 、 同 一 外 形 寸 法 内 で の 外 装 樹 脂 で
被 装 さ れ た 体 積 容 量 を 大 き く し 、 大 容 量 化 を 可 能 に し た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。 ま た 全 高 が 低 い （ 低 背 化 ） 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と も 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 外 装 樹 脂 成 形 部 に 引 き 出 し 陽 陰 極 リ ー ド 端 子 の 成
形 部 と の 干 渉 防 止 用 の 逃 が し 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。 さ ら に 逃 が し 部 の 形 状 は 陽 陰
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極 端 子 の 成 型 時 に 寸 法 精 度 に 影 響 が 出 な い よ う に 面 取 り や Ｒ 形 状 で は な く 、 エ ッ ジ （ 角 ）
を 残 し た ま ま に し 、 形 状 を 階 段 状 に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 必 要 特 性 で あ る 高 周 波 領 域 で の Ｅ Ｓ Ｒ 値 低 減 の 対 策 と し て は 、 陽
極 端 子 お よ び 陰 極 端 子 の 材 料 板 を 厚 く し 、 抵 抗 値 の 低 い 銅 系 素 材 を 使 用 す る 。 こ こ で も 従
来 技 術 と 同 様 に 端 子 成 形 曲 げ 部 に お い て は 亀 裂 が 発 生 し な い よ う に 、 陽 極 端 子 お よ び 陰 極
端 子 の 端 子 成 形 Ｒ 部 の 寸 法 を 大 き く と る 。 こ の 場 合 、 端 子 成 形 Ｒ 部 は 外 装 樹 脂 成 形 部 の エ
ッ ジ 部 に 干 渉 す る 問 題 が 発 生 す る 。 そ の 問 題 の 解 決 策 と し て ま ず 、 外 装 樹 脂 外 形 寸 法 を 当
初 設 計 よ り 小 さ く し な い た め に 端 子 成 形 Ｒ 部 に 近 接 す る 外 装 樹 脂 の エ ッ ジ 部 を 逃 が す 方 法
を 採 用 す る 。 大 き さ と し て は 外 装 樹 脂 の 内 部 に あ る コ ン デ ン サ 素 子 の 大 き さ に 影 響 が 出 な
い 程 度 に し な け れ ば 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 容 量 特 性 に 影 響 が 出 て し ま う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 外 装 樹 脂 の エ ッ ジ 部 の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 外 装 樹 脂 の エ ッ ジ 部 は 固 体 電 解
コ ン デ ン サ に お け る 端 子 成 形 工 程 に お い て 陽 極 端 子 お よ び 陰 極 端 子 に お け る 端 子 成 形 Ｒ 部
の 位 置 基 準 と な る た め 、 面 取 り や Ｒ 加 工 に 変 更 す る こ と は 端 子 成 形 Ｒ 部 の 位 置 の ば ら つ き
に つ な が り 、 製 品 高 さ 寸 法 の ば ら つ き に つ な が る た め 不 適 当 で あ る 。 つ ま り 外 装 樹 脂 の エ
ッ ジ 部 の 形 状 は 従 来 の 形 状 に 近 い エ ッ ジ （ 角 ） の あ る 形 状 を 残 す よ う に す る 。 こ こ で 固 体
電 解 コ ン デ ン サ の 外 観 に お け る 端 子 底 面 と そ れ に 近 接 す る 外 装 樹 脂 底 面 部 に つ い て 考 察 す
る 。 問 題 点 を 解 決 す る に は 外 装 樹 脂 底 面 部 の 位 置 を 端 子 底 面 部 と 離 し 、 ク リ ア ラ ン ス を 設
け れ ば 問 題 は 解 決 す る 。 し か し 、 こ れ で は 前 述 し た 外 装 樹 脂 内 部 の コ ン デ ン サ 素 子 の 大 き
さ に 影 響 を 与 え て し ま う 。 た だ し 、 外 装 樹 脂 底 面 部 の 位 置 が 上 が る こ と で コ ン デ ン サ 素 子
に 影 響 が 出 る 長 さ 部 分 は 限 ら れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 外 装 樹 脂 底 面 部 で の コ ン デ ン サ 素
子 の 陰 極 層 に 接 近 す る 部 分 は 限 ら れ て い る 。 こ の 影 響 す る 部 分 は 従 来 と 同 じ に し 、 外 装 樹
脂 の エ ッ ジ 部 に 近 い 部 分 （ 端 面 に 近 い 部 分 ） に 端 子 底 面 部 と 離 す よ う に 外 装 逃 が し 部 を 形
成 す れ ば 本 発 明 の 課 題 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 よ っ て 本 発 明 は 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 外 観 に お け る 端 子 底 面 部 に 近 接 す る 外 装 樹 脂 底
面 部 に つ い て 階 段 状 に 外 装 樹 脂 を 成 型 さ せ 、 外 装 樹 脂 に 端 子 成 形 Ｒ 部 に 対 す る 逃 が し 部 を
設 け る こ と で 本 発 明 の 課 題 を 解 決 し た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る Ｅ Ｓ Ｒ 特 性 向 上 の た め 端 子
材 料 を 厚 く し 、 抵 抗 値 の 低 い 銅 系 素 材 を 使 用 し た 場 合 に お い て も 同 一 外 形 寸 法 内 で の 外 装
樹 脂 で 被 装 さ れ た 体 積 容 量 を 大 き く し 、 大 容 量 化 を 可 能 に し た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ を 提 供
す る こ と が で き る 。 ま た 必 要 特 性 を 満 た し な が ら 全 高 が 低 い （ 低 背 化 ） 固 体 電 解 コ ン デ ン
サ を 提 供 す る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ を 参
照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 外 観 図 で あ り 、 図 １ （
ａ ） は そ の 平 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 正 面 図 、 図 １ （ ｃ ） は 底 面 図 、 図 １ （ ｄ ） は 左 側 面 図 、
図 １ （ ｅ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は そ の 内 部 透 視 図 、 図 ３ は そ の 端 子 曲 げ 部 を 示
す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お け る 外 装 成 型 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ の よ う に 、 素 子 特
性 形 成 工 程 を 経 た コ ン デ ン サ 素 子 ５ は 陽 極 側 に お い て は 陽 極 リ ー ド 線 ６ と 陽 極 端 子 １ を 例
え ば 溶 接 に よ っ て 、 電 気 的 に か つ 機 械 的 に 接 続 を 行 う 。 陰 極 側 に お い て は コ ン デ ン サ 素 子
５ の 全 周 面 に 陰 極 層 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 陰 極 層 面 と 陰 極 端 子 ２ を 導 電 接 着 剤 ８ に よ っ
て 電 気 的 に 接 続 す る 。 そ の 後 、 外 装 樹 脂 ３ に て 全 体 を 被 い 成 形 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 次 に 外 装 樹 脂 ３ よ り 引 き 出 さ れ た 端 子 の 成 形 に つ い て 説 明 す る 。 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極
端 子 ２ を ま ず 定 寸 法 に 切 断 す る 。 成 形 に お い て は 一 般 的 に 先 に 、 図 ３ に 示 す よ う な 端 子 成
形 Ｒ 部 ７ を 成 形 し 、 そ の 後 、 陽 極 端 子 １ お よ び 陰 極 端 子 ２ が 外 装 樹 脂 ３ か ら 引 き 出 さ れ た
箇 所 の 端 子 を 成 形 し 最 終 形 状 に い た る 。 以 上 の 製 作 工 程 に お い て は い ず れ も 従 来 公 知 の 方
法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ に お い て 、 外 装 樹 脂 ３ に 外 装 逃 が し 部 ４ を 設 け る こ と で 陽 極 端
子 １ ま た は 陰 極 端 子 ２ の 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ と 外 装 樹 脂 ３ は 干 渉 し て い な い 。 ま た 端 子 成 形 Ｒ
部 ７ の 位 置 基 準 と な る 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ に 近 接 す る 外 装 樹 脂 ３ の エ ッ ジ 部 （ 角 ） は 残 っ て い
る た め 、 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ の 位 置 ば ら つ き は 端 子 素 材 の 特 性 改 善 を し た 後 も 従 来 品 と 同 等 に
小 さ く で き 、 製 品 高 さ 方 向 の ば ら つ き も 小 さ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 外 装 逃 が し 部 ４ の 大 き さ に つ い て 例 示 す る 。 外 装 逃 が し 部 ４ の 製 品 内 部 上 方 に は コ
ン デ ン サ 素 子 ５ は 存 在 し な い 。 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 内 部 構 造 に よ っ て も 違 う が 長 さ 方 向
の 逃 げ 長 さ 例 と し て 、 陽 極 端 子 １ ま た は 陰 極 端 子 ２ の 底 面 部 長 さ に 対 し 約 １ ／ ２ と す れ ば
コ ン デ ン サ 素 子 ５ に 対 し 外 装 樹 脂 ３ の 肉 厚 は 十 分 確 保 で き る 。 外 装 逃 が し 部 ４ の 高 さ 方 向
に お け る 逃 げ 高 さ と し て 、 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ の 大 き さ を 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 銅
系 素 材 の 厚 み に も よ る が 素 材 厚 の ８ ０ ％ ～ １ ０ ０ ％ 以 上 を 確 保 す れ ば 端 子 成 形 Ｒ 部 ７ に 亀
裂 が 発 生 し な い 状 態 で 外 装 樹 脂 ３ と の 干 渉 は 防 げ る 。 た だ し 、 こ の 寸 法 よ り 極 端 に 大 き く
と っ た 場 合 は 、 陽 極 端 子 １ ま た は 陰 極 端 子 ２ が 外 装 樹 脂 ３ か ら 引 き 出 さ れ た 箇 所 の 端 子 を
成 形 し た 時 に 曲 げ 角 度 等 に 悪 影 響 を 与 え て し ま う た め 最 大 高 さ は 、 陽 極 端 子 １ ま た は 陰 極
端 子 ２ の 引 き 出 し 箇 所 か ら 外 装 樹 脂 ３ の 底 面 部 ま で の 長 さ 、 す な わ ち 外 装 樹 脂 ３ の 下 型 高
さ の 約 １ ／ ３ ま で に す る の が 妥 当 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 作 製 し た 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 全 体 形 状 は 図 １ の と お り で あ り 、 特 に 、 図 １
（ ｂ ） お よ び 図 １ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 端 子 曲 げ 部 （ 端 子 形 成 Ｒ 部 ） に 近 接 す る 位 置 に
設 け た 外 装 逃 が し 部 ４ が 特 徴 的 で あ る 。 そ れ に 対 し 、 陽 極 端 子 １ 、 陰 極 端 子 ２ 、 お よ び 外
装 樹 脂 ３ の 底 面 の 中 央 部 に 設 け ら れ た 平 坦 な 凸 部 と し て の ス タ ン ド オ フ 部 ９ 、 な ら び に 陽
極 表 示 ス ト ラ イ プ １ ０ は 従 来 例 と 同 様 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 外 観 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は そ の 平
面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 正 面 図 、 図 １ （ ｃ ） は 底 面 図 、 図 １ （ ｄ ） は 左 側 面 図 、 図 １ （ ｅ ） は
右 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 内 部 透 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 端 子 曲 げ 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 従 来 例 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 外 観 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は そ の 平 面 図 、 図 ４ （
ｂ ） は 正 面 図 、 図 ４ （ ｃ ） は 底 面 図 、 図 ４ （ ｄ ） は 左 側 面 図 、 図 ４ （ ｅ ） は 右 側 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 内 部 透 視 図 。
【 図 ６ 】 従 来 例 の 固 体 電 解 コ ン デ ン サ の 端 子 曲 げ 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ 　 　 陽 極 端 子
２ 　 　 陰 極 端 子
３ 　 　 外 装 樹 脂
４ 　 　 外 装 逃 が し 部
５ 　 　 コ ン デ ン サ 素 子
６ 　 　 陽 極 リ ー ド 線
７ 　 　 端 子 成 形 Ｒ 部
８ 　 　 導 電 接 着 剤
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９ 　 　 ス タ ン ド オ フ 部 　
１ ０ 　 　 陽 極 表 示 ス ト ラ イ プ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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